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学部留学生が書いた講義コメントの分析
―コメントの内容面に着目して―

濱田　美和

要　　約

HAMADA Miwa

　学部留学生がどのような内容をコメントシートに書こうとするのかを把握するため，専門家によるオムニバ
ス形式の講義が行われる教養教育「日本事情」で毎回課されるコメントシートを用い，留学生の書いたコメン
トの内容面に焦点を当て分析を行った。コメントシートに書かれた内容を，大きく〈講義内容〉，〈教え方〉，〈他
国の状況〉，〈自分の状況〉，〈感想〉の 5項目に分類して分析した結果，〈講義内容〉と〈感想〉の記載率が高く，
華道や書道のように体験活動を含む講義では〈自分の状況〉の記載率も高かった。また，1 件のコメントシー
トに書かれた項目数を見ると，複数項目記載したコメントシートが 9割近くを占めたが，〈感想〉あるいは〈講
義内容〉，いずれか 1項目しか記載されていないものも 1割強あった。そして，5項目について，それぞれの記
載内容を詳しく見たところ，〈講義内容〉では具体的な内容が記述できていないものが一定数あること，〈他国
の状況〉では母国との類似点に関する記述が中心であることなどがわかった。これらの結果をもとに，コメン
トシートの書き方に関する指導方法を提案した。

1　はじめに
　大学の授業ではコメントシート（レスポンスシート，リアクションペーパー，講義カードなどとも
呼ばれる）を用いて，学生にその日の講義についての意見・感想，質問などを書かせることがよく行
われる。留学生の場合，日本語でコメントを書くのに慣れていなかったり，また，授業中のわずかな
時間で書くことが求められるため，一定の日本語力を有する留学生でも，講義コメントを書くのに苦
労している様子がしばしば見られる。そこで，留学生が日本の大学に入って間もない時期に，コメン
トシートの書き方を学べるような指導方法および教材の開発を目的として，濱田（2017）では留学生
がコメントシートを書く際に日本語の語彙・文法上どのような困難点があるかを把握するため，中〜
上級レベルの日本語力を有する留学生が書いたコメントシートにおける誤用の分析を行い，複数の留
学生に共通して見られる誤用や，特に誤用が集中する語句や文法・表現形式をいくつか取り出すこと
ができた 1）。本稿では，コメントの内容面に目を向け，留学生がどのような内容をコメントシートに
書こうとするのかを把握することを目的に分析を行う。
　近年大学では学部入学直後の段階で，大学での学習・研究を円滑に進めていけるよう，初年次教育
としてノートテイキング，情報収集，レポートの書き方，プレゼンテーションスキルなどの指導が行
われることが多く，そのための教材も多く開発されている 2）。コメントシートの書き方を扱った教材
は少ないが，由井他（2012），深澤他（2018）にコメントに書くべき内容が提示されている。まず，由
井他（2012）の中級レベル以上の日本語学習者向け教材では次の 5つのポイントが挙げられている。

☆　まずは授業の内容を書きましょう。ただし，読み手は授業の内容を知っていますから，簡単
にわかりやすく書くほうがいいです。内容をだらだら長く書かないようにしましょう。
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☆　内容のまとまりごとに段落を作って書きましょう。段落のない感想文は読みにくく，読み手
に感想が伝わりません。

☆　授業の内容から考えたことや気づいたこと，最後には「まとめ」を書きましょう。「まとめ」には，
授業全体についての意見や今後の抱負などを書きます。最後にまとめを書くと，読み手はあ
なたの考えがよくわかり，印象に残ります。

☆　授業のコメントシートは，手紙やメールのように読み手に話しかけるような書き方はしませ
ん。コメントシートは，自分の考えを書くものだからです。コメントシートには授業の内容
についての要約や考えたこと，気づいたこと，疑問に思ったことなどを書きます。

☆　授業のコメントシートには，「眠くなる」などのマイナスに評価する内容やねぎらう表現，先
生をほめる表現を使うと失礼になります。内容には，授業内容とそれに対する意見を書きま
しょう。（由井他 2012：140）

そしてコメントシートの基本構成として，①授業の内容（学んだこと），②授業の内容から考えたこと
や気づいたこと，③意見のまとめ，今後の抱負など，という流れが示されている。
　次に，深澤他（2018）の留学生向けのアカデミック・ジャパニーズ教材では「『授業の感想やコメン
トを書きなさい』という要求であっても，大学の授業のコメントシートですから，単に『面白かった
です』とか『とても役立ちました』，『深く考えされました』などといった感想を書いても評価されま
せん。何に対して，何を考えたのか，なぜそう考えたのかを述べます。また，他の授業で学んだこと
や読んだ本などとの関連で論じたり，疑問に思ったことを書いたりすると，自分自身の次の学習にも
役立ちます。」（p.19）と，単に感想を書くだけでは評価されないことが注意点として紹介されている。
　実際に筆者もこれらを参考に，学期はじめのオリエンテーションでコメントシートを書くときの注
意点を指導しているが，授業の内容から考えたことや気づいたことについて十分に書けているコメン
トシートは多いとは言えない。日本の大学に入ったばかりでコメントシートを書くことに不慣れな留
学生に対しては，コメントにどのような内容を書くのか，どのような語彙や表現を使えばいいのかと
いった，より丁寧な指導が必要なのだと思われる。コメントシートの書き方にかかわる指導方法およ
び教材の開発には，日本語の語彙・文法上どのような困難点があるかだけでなく，実際に留学生がど
のような内容をコメントシートに書こうとするのかを把握することが必要であると考え，濱田（2017）
で語彙，文法上の困難点を調べる際に調査対象としたコメントシートを用い，今回は新たにその内容
面からの分析を行うことにした。

2　調査の概要 
　富山大学で学部留学生向けに開講されている教養教育「日本事情Ⅰ」におけるコメントシートを分
析の対象とした。「日本事情Ⅰ」は主に日本や富山の文化，歴史，芸術にかかわる講義をオムニバス形
式で行っている。15 週（1 回 90 分授業）のうち 10 週を各分野の専門家 10 名が 1 回ずつ講義を行う。
専門家 10 名のうち 6 名は学内の大学教員，4 名は学外講師である。学内の教員による授業は講義形式
で行われる。学外講師による授業は一部講義形式であるが，華道師範や書家の指導の下，留学生自身
で生け花や書道の作品を制作したり，プロの落語家による生の落語を聞くなど実技・実演を含む内容
となっている。コメントシートの配布・回収はコーディネーターである筆者が行っている 3）。コメン
トシートは，講義の内容をメモする部分と，意見・感想を書く部分に分かれていて 4），意見・感想に
書かれた内容をコーディネーターがまとめ，その週の講義担当者へ送付している。「日本事情Ⅰ」の第
1週目のオリエンテーションで，コメントシートの意見・感想に書かれた内容については講義担当者も
読むこと，そして，コメントシートも成績評価の対象となる 5）ことを留学生に説明している。
　本稿では，濱田（2017）の分析データと同じ 2016 年度後学期開講の「日本事情Ⅰ」を受講した留学
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生 27 名 6）によるコメントシートを調査対象とした。そして，講義形式の授業と実技・実演を含む授業
での違いを見るために，学内の教員による 3つの講義「富山の歴史と観光」，「八尾とおわら風の盆」，「日
本社会とマンガ・アニメ」と，学外講師による 3 つの講義「落語」，「華道」，「書道」を選び，これら
6講義のコメントシート合わせて 157 件を対象に分析を行った。各講義の概要を表 1に示す。

表１　6 講義の概要

テーマ 講師 内容

富山の歴史と観光 学内の教員
富山を中心とした日本の歴史についての説明の後，立山連峰の
風景写真，富山の観光パンフレット，地図，鱒の鮨（実物）といっ
た生教材を用いて富山の観光名所，祭り，名物についての紹介
がなされる。

八尾と
おわら風の盆 学内の教員

富山市八尾町で 9 月に行われるおわら風の盆について，地域経
済の観点から，おわら風の盆が行われるようになった経緯が紹
介される。講義ではスライドと配布資料が用いられる。

日本社会と
マンガ・アニメ 学内の教員

日本のマンガ・アニメの歴史，日本のアニメ市場，キャラクター
を用いた地域復興，国際戦略としたクールジャパンについて映
像とともに紹介される。講義ではスライドと配布資料が用いら
れる。

落語 学外講師
（落語家）

留学生は講師による落語の説明（落語がどういうものか，どの
ようにして落語家になるかなど）を受けた後，講師による落語
の実演（短い噺と長い噺を各一席）を観賞する。

華道 学外講師
（草月流師範）

初めに講師が華道の流派や花材や道具について説明し，実演し
ながら生け方の基本を説明する。その後，留学生が 4 〜 5 名の
グループで 2 回花を生ける。最後にグループごとに作品をクラ
スで紹介する。

書道 学外講師
（書家）

留学生は講師の指導を受けながら，各自半紙で練習した後，最
後に色紙に書いて作品とする。留学生は書道をしながら，講師
による書道の説明（書道の書体，漢字の成り立ち，海外の書道
など）を聞く。

3　分析の手順 
　本稿で分析対象としたコメントシートに書かれた文章を，その内容から〈講義内容〉，〈教え方〉，〈他
国の状況〉，〈自分の状況〉，〈感想〉の大きく 5項目に分類した。
　〈講義内容〉は講師が紹介した内容についての記述である。「落語」の講義では，落語家である講師
が実演する落語を観賞する中で知ったこと，「華道」と「書道」の講義では，留学生自身で華道や書道
を体験する活動を通して知ったこと，これらについての記述も含めた。
　〈教え方〉は講師の教え方，授業方法についての記述である。ただし，「詳しい説明によってもっと
富山のこと知りました。」や「富山の歴史と観光について，詳しく紹介しました。」のように，「詳しい」
や「詳しく」としか記されていないものについては，講師の教え方が詳しいということよりも講義内
容が詳しかったことを述べようとしていると思われるので，これらについては〈講義内容〉として扱い，
〈教え方〉には含めなかった。また，「先生の説明は分かりやすい。」のように，ただ説明のわかりやす
さだけ述べたものも〈感想〉として扱い，〈教え方〉には含めなかった。
　〈他国の状況〉は母国の状況など日本以外での状況についての記述である。
　〈自分の状況〉は留学生自身の状況についての記載で，現在の状況やこれまでの状況，経験・知識・
興味の有無についての記述である。授業中の自分を含めた留学生たちの様子についての記載も含めた。
　〈感想〉は，講義内容（と関わること）への感想や自分の考え，講師の教え方への感想，華道・書道
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体験への感想や体験中の気持ち，講義を受けて生じた感情や気持ち，講師への感謝・謝罪・質問である。
講義前（講義で知識を得る前）の自分の考えも含めた。
　そして，調査対象とした 157 件のコメントシートについて，〈講義内容〉，〈教え方〉，〈他国の状況〉，
〈自分の状況〉，〈感想〉の 5 項目が含まれているかどうかを見ていった。たとえば，「近代化と伝統の
創造について知りました。『おわら』祭りの初の形と作り替えについての話しがありました。実は，八
尾町のおわらについて今まで何も知りませんでしたからとてもおもしろかったと思います。」というコ
メントには，「近代化と伝統の創造について知りました。『おわら』祭りの初の形と作り替えについて
の話しがありました」という〈講義内容〉，「実は，八尾町のおわらについて今まで何も知りませんで
したから」という〈自分の状況〉，「とてもおもしろかったと思います」という〈感想〉の 3 項目が含
まれているとした。また，「授業前に落語が聞き取れないだろうと思いましたが，実は先生の真に迫る
表演は分かりやすいです。初めてですが，とってもおもしろかったと感じます。」というコメントには，
「授業前に落語が聞き取れないだろうと思いましたが，実は先生の真に迫る表演は分かりやすいです」，
「とってもおもしろかったと感じます」という〈感想〉，「初めてですが」という〈自分の状況〉の 2 項
目が含まれるとした。

4　結果と考察 
4.1　5 項目の記載状況
　講義テーマ別に，〈講義内容〉，〈教え方〉，〈他国の状況〉，〈自分の状況〉，〈感想〉がどの程度記載さ
れているかを整理したのが表 2 である。6 講義合わせた結果（表 2 の「全 6 講義」）を見ると，〈感想〉
が 89.2％と最も高く，2番目が〈講義内容〉で 85.4％となっている。講義テーマ別に見ても，〈感想〉と〈講
義内容〉の割合が高く，この 2 項目は，広く講義コメントを書くときに記載されると言えるだろう。3
番目は〈自分の状況〉43.9％で，〈感想〉と〈講義内容〉と比べるとかなり低くなるが，講義テーマ別
に見ると，「書道」と「華道」で〈自分の状況〉が 6 割と高く，留学生自身の体験活動を含む講義コメ
ントを書くときに記載されることが多いと考えられる。4 番目は〈他国の状況〉12.7％で，6 講義全体
で見た場合の割合はかなり低いが，講義テーマ別に見ると，「日本社会とマンガ・アニメ」の講義では
29.6％と，他の講義テーマと比べて高い。コメントに書かれた内容はいずれも日本のマンガ・アニメが
世界的あるいは母国で人気がある，有名であるといったもので，学生が来日前からよく知っている分
野かどうかということが影響していると推測される。5番目は〈教え方〉8.3％で，講義テーマ別に見ると，
「富山の歴史と観光」19.2％と「八尾とおわら風の盆」14.8％の 2 つが他と比べてやや高い。「富山の歴
史と観光」では 5件のコメントシートで〈教え方〉が記載されていたが，いずれも写真の使用が良かっ
たことが記されていた。この講義では，講師自身の撮影による立山連峰等の美しい風景写真が数多く
紹介されるため，他よりも〈教え方〉に関する記述が多くなったと思われる。

表 2　5 項目の記載率（％）
講義テーマ   講義内容 教え方 他国の状況 自分の状況 感想

　富山の歴史と観光　　　　　【26】 92.3【 24】 19.2【  5】 3.8【  1】 46.2【 12】 92.3【 24】
　八尾とおわら風の盆　　　　【27】 92.6【 25】 14.8【  4】 18.5【  5】 14.8【  4】 85.2【 23】
　日本社会とマンガ・アニメ　【27】 96.3【 26】 0.0【  0】 29.6【  8】 37.0【 10】 77.8【 21】
　落　語　　　　　　　　　　【25】 92.0【 23】 0.0【  0】 8.0【  2】 40.0【 10】 96.0【 24】
　華　道　　　　　　　　　　【25】 92.0【 23】 8.0【  2】 12.0【  3】 60.0【 15】 96.0【 24】
　書　道　　　　　　　　　　【27】 48.1【 13】 7.4【  2】 3.7【  1】 66.7【 18】 88.9【 24】
　全 6講義　　　　　　　　　【157】 85.4【134】 8.3【 13】 12.7【 20】 43.9【 69】 89.2【140】

【  】はコメントシートの件数を示す。
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　次に，1 件のコメントシート内に何項目記載されているかを整理したのが表 3 である。6 講義合わせ
た結果（表 3 の「全 6 講義」）を見ると，4 項目 5.1％，3 項目 41.4％，2 項目 41.4％となっており，全
体の 9割近くのコメントシートで 2項目以上記載されていることがわかる。1項目のみ記載のコメント
シートは 12.1％だった。第 1 節で述べた由井他 (2012) と深澤他 (2018) で示されているように，ただ
感想を書くのではなく，何についての感想かということを明記してあるほうが良いコメントシートと
言えるだろう。1 項目のみ記載のコメントシートはいずれかの要素が不足していると考えられるため，
1項目のみ記載の19件を詳しく見てみよう。19件中，〈感想〉のみが10件（「八尾とおわら風の盆」1件，「日
本社会とマンガ・アニメ」1件，「落語」2件，「書道」6件），〈講義内容〉のみが 8件（「富山の観光と
歴史」1 件，「八尾とおわら風の盆」3 件，「日本社会とマンガ・アニメ」4 件），〈自分の状況〉のみが
1 件（「書道」1 件）だった。「書道」の講義で〈感想〉のみが 6 件と多く，表 2 からも 1 項目のみの割
合が 25.9％と他の講義と比べて高くなっているが，これにはコメントシートを書く時間が十分に取れ
なかったことも影響していると思われる。次に具体例を見てみると，〈感想〉のみのものは「面白かっ
たです。」，「とても勉強になりました。」，「ありがとうございます。」，「小学校の思出を浮べました。」，「先
生のように字を上手く書きたいのだ。」のように一言だけ述べたものが多く，やや長めのものも「先生
の演出は大変素晴らしい！楽しかった！本当に面白いです！」，「すごいですね！今はほんとに楽しかっ
た！感想は少ないからどうもすいません。」のように短い感想を重ねて述べただけだった。一方，〈講
義内容〉のみの例は「せんせいの授業を聞いたと富山に対する理解が深くなった。」や「このじゅぎょ
うに出て，おわらという伝統的な文化が分かっている。」のように短いものもあったが，「まずは富山
のおわらの映像を見て，『おわら』という祭りはどのようなものですか，わかるようになりました。そ
して，おわらの歴史について，詳しく紹介して，100 年前のおわらと今のおわらの違いを比較しました。
おわらの作り替えの理由について日本の歴史の原因を紹介しました。伝統文化はただの伝統文化だけ
でなく，社会の人口，経済，政治など様々な方面とつなんで，それらを反映しています。」のように詳
しく書かれたものあった。〈自分の状況〉のみの例は「『静』を書いた。きれいに書いた。」である。

表 3　 記載項目数（％）
講義テーマ   4 項目 3項目 2項目 1項目

富山の歴史と観光　　　　　【26】 3.8【  1】 50.0【 13】 42.3【 11】 3.8【  1】
八尾とおわら風の盆　　　　【27】 3.7【  1】 33.3【  9】 48.1【 13】 14.8【  4】
日本社会とマンガ・アニメ　【27】 11.1【  3】 37.0【 10】 33.3【  9】 18.5【  5】
落　語　　　　　　　　　　【25】 4.0【  1】 36.0【  9】 52.0【 13】 8.0【  2】
華　道　　　　　　　　　　【25】 8.0【  2】 52.0【 13】 40.0【 10】 0.0【  0】
書　道　　　　　　　　　　【27】 0.0【  0】 40.7【 11】 33.3【  9】 25.9【  7】
全 6講義  　　　　　　　　【157】 5.1【  8】 41.4【 65】 41.4【 65】 12.1【 19】

【  】はコメントシートの件数を示す。

　以下，〈講義内容〉，〈教え方〉，〈他国の状況〉，〈自分の状況〉，〈感想〉の順に，具体例を挙げながら
留学生がどのような内容を書いているかを詳しく見ていきたい。例文後の括弧内のアルファベットと
数字は，講義テーマとコメントを書いた留学生を表す。t は「富山の歴史と観光」，y は「八尾とおわ
ら風の盆」，n は「日本社会とマンガ・アニメ」，r は「落語」，k は「華道」，s は「書道」である。た
とえば，（t7）は 7番の留学生が「富山の歴史と観光」の講義を受けて書いたコメントシート内の文，（r7）
は同じ留学生が「落語」の講義を受けて書いたコメントシート内の文を表す。また，例文中の［*   ］は，
語彙や文法の間違いで文意が把握しにくいものに関する筆者の補足説明である。国名は書いた留学生
が特定される可能性があるため〇〇と示した。



－ 6－

4.2　講義内容
　〈講義内容〉は，講師が紹介した内容についての記述であるが，例 1 や例 12 のように詳しく書いた
ものもあれば，例 2 や例 3 のように講義テーマしか書いていないものもあった。そして，例 1 〜例 6 
のように「勉強した」，「情報を得た」，「勉強になった」，「分かるようになった」といった言葉を用い
て学んだことや理解したことを表したり，例 7 〜例 9 のように「教えてくれた」，「話があった」，「説
明してくれた」といった言葉を用いて講師の教示を表したものが多かった。他には，例 10 と例 11 の
ように「興味を持つようになった」，「関心が増えた」というように講義を通して関心を持ったことを
表したものもあった。例 12 〜例 15 は学んだことや教示を受けたことや関心を持ったことを表す言葉
はなく，講義内容を記しただけである。この後に例 14 は「しかしどちでも［* どちでも→どちらも］
とてもおもしろいです。生き生きした表情とすくれた［*すくれた→すぐれた］演技は私に完全に物語
に浸らせます。今夜うどんを食べたいです。」，例 15 は「生け花を作ったとき，みんなさんと一緒に考
える過程はほんとうにおもしろいです。」という〈感想〉が後続して，全体的に見ると講義コメント的
な内容となっているが，例 12 と例 13 はこの〈講義内容〉しか書かれておらず，講義コメントとして
は不十分と言えるだろう。

例₁．詳しい説明によってもっと富山のこと知りました。例えば，立山の地獄谷は311大震災のせ
いで，毒ガスが出るので，行けません。本当に色々に勉強しました。(t21)

例₂．富山のさまざまな情報をたくさん得た。(t23)
例₃．日本のアニメについていろいろ勉強になりました。(n18)
例₄．今回の授業で，日本の伝統的な華道をすこし勉強し，(k7)
例₅．書道についていろいろ勉強しました。筆の持ち方や，文字の書き方なども勉強しました。

（s19）
例₆．書道のいくつかの書き方があることが分かるようになりました。(s27)
例₇．先生が富山のことを詳しく教えてくれて，(t22)
例₈．近代化と伝統の創造について知りました。「おわら」祭りの初［*初→当初］の形と作り替

えについての話しがありました。(y26)
例₉．落語って何にか，分かりやすく説明もしてくれました。(r24)
例10．立山とごか山のことを写真で見ることで，興味を持つようになった。(t26)
例11．アニメのことに感心［*感心→関心］が増えました。(n5)
例12．1.今の日本の「伝統文化」は100年前のは違うところは多いです。2.「おわら」に参加する

女性は数多くなります。女性の社会地位は高まった。3.日本近代化の特徴: 東京→人口集
中，地方→人口停滞。(y14)

例13．戦後日本のマンガとアニメはすごく多様である。それらの作品のキャラクター，日本は多
くのもうけをもらった。(n8)

例14．落語は短い演芸［*演芸→噺］がありますが，長い演芸もあります。(r20)
例15．生け花は花，枝と葉と組み合わせてつくります。(k16)

　なお，「落語」の講義については落語家である講師が実演する落語を観賞する中で知ったこと，「華道」
と「書道」の講義では学生自身で華道や書道を体験する活動を通して知ったことについての記述も〈講
義内容〉に含めた。例 16 〜例 18 が「落語」，例 19 〜例 20 が「華道」，例 21 が「書道」の例である。

例 16．落語を聞いて，日本人の性格もよく分った。(r12)
例 17．一人で二人，三人の角色［*角色→声色］を演じているが，ぜんぜん間違いません。(r22)
例 18．同じしせいで座っていて，(r23)
例 19．そして，生け花の美しさも自分で作るとき体験しました。(k16)
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例20．どのように置くか，どこに置こうか，考えて自分も芸術についてもっと分かるようになる
と思います。(k22)

例21．①生徒が間違った字を直すため，赤い墨を使うこと，(s25)

4.3　教え方
　〈教え方〉は，講師の教え方，授業方法についての記述であるが，例 22 〜例 25 のように，写真やビ
デオなどの視聴覚教材があり，わかりやすかったという記述が多かった。講義スライドの日本語の英訳，
書道の手本について記載したものもあった。例26は講師の説明のわかりやすさについて述べたもので，
他にも説明のわかりやすさについて書かれたコメントはいくつもあったが，例 26 のように「難しい文
章を簡単にまとめる」という具体的な方法が示されたものは例 26 だけだった。例 27 〜例 29 のように，
学生が主体的に参加する授業でよかったという記述もあった。今回対象としたコメントシートに書か
れたものは，いずれも教え方を肯定的に評価する内容だった。

例 22．写真や地図などと一緒説明して，(t16)
例 23．ビデオがあって，(y15)
例 24．分かりやすいのため，先生はパワーポイントでやさしく英語の翻訳をつけました。(y18)
例 25．先生から見本を書いてもらった。 (s24)
例 26．難しい文章が出たが先生に簡単にまとめた。(y6)
例 27．学生と交流（質問）しながら進行する授業て，(y10)
例 28．体験が主になることが (s10)
例 29．生け花を作ったとき，みんなさんと一緒に考える過程は (k16)

4.4　他国の状況
　〈他国の状況〉は，母国の状況など日本以外での状況についての記述である。母国の状況について記
載したものと世界の状況について記載したものとがあった。まず，母国の状況については，例 30 と
例 31 のように母国にも講義での紹介内容と類似のものや状況があることを書いたものが多く，日本と
母国の違いを書いたのは 1 例（例 32）だけだった。他には例 33 のように母国でも人気があることを
紹介したもの，例 34 のように母国の状況を紹介したものがあった。次に，世界の状況については，例
35 と例 36 のように日本の文化が世界的に知られていることを述べたものが大半で，日本と同様の特徴
が世界的に見られることを述べたものは 1 例（例 37）だけだった。留学生の場合，母国の情報等を利
用することでコメントの内容に独自性を出しやすいと思われるが，母国との類似点は気づきやすいが，
相違点は気づきにくいのかもしれない。

例 30．また，日本と同様に，〇〇［*国名］も人口集中すぎて，地方では人口は少ないです。(y12)
例 31．私の故響［*故響→故郷］もこのようなひとりの芝居があります。「蓮花落」といいます。(r1)
例 32．〇〇［*国名］の花のアレンジと大分違うと思いました。(k13)
例 33．くまモン，ふなっしーなどゆるキャラは今〇〇［*国名］でも人気だ。(n24)
例 34．〇〇［*国名］では小学校の時，書道の授業が二週一回ですから，(s22)
例 35．日本の漫画・アニメが世界中に見られている思います。(n9)
例 36．華道は日本発祥の芸術ではあるが，現代では国際的に拡がってきている。(k11)
例 37．世界中の大部分の国は日本と同じ近代化の特徴があります。(y19)

4.5　自分の状況
　〈自分の状況〉は，留学生自身の現在の状況やこれまでの状況についての記載と，授業中の自分を含
めた学生たちの様子についての記載の 2つに分けて見ていく。
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まず，現在の状況やこれまでの状況，経験・知識・興味の有無についての記載例を紹介する。「富山の
歴史と観光」では例 38 や例 39 のように富山や日本に来てどのぐらい経つかについての記述，例 40 の
ように講義で紹介された立山に登った経験や，例 41 のように鱒の鮨を食べた経験があること，例 38
と例 42 のように富山のことを今まで知らなかったこと，これらについての記述が複数見られた。「八
尾とおわら風の盆」では例 43，例 44 のようにおわらについて初めて知った，見たことがないといった
記述が主だった。「日本社会とマンガ・アニメ」では例 45 のように子どもの頃から日本のアニメを見
てきたことや，マンガ・アニメに興味を持っていること，逆に例 47 のようにマンガ・アニメにあまり
興味がなかったこと，例 46 と例 47 のようにマンガ・アニメの歴史に関する知識がなかったことを述
べたものが複数あった。「落語」と「華道」では例 48 と例 49 のように初めて落語を聞いた，生け花を
したという記述が大半だった。「書道」では例 50 のように初めてという記述と，例 51 と例 52 のよう
に以前したことがあるという記述，どちらも複数見られた。

例38．富山に来た半年ぐらいになったが富山について全然分からないといってもいい過ぎてはな
い。(t2)

例39．日本に来たばかりな私は，富山のことにぜんぜん分わりません。(t12)
例40．自分自身は立山に登ったことがあるから，(t6)
例41．ますのすしをこの前食べたけど，(t24)
例42．富山のことについて何も知らなかったので，(t26)
例43．9月1日の時富山におわら風の盆があるということはびっくりした。初めてきいたからだ。

(y5)
例44．おわらを直接に見たことないので，(y8)
例45．子供から，日本のアニメを見てきています。漫画とアニメにずっと大きな興味を持ってい

ます。(n15)
例46．日本のアニメまたはマンガは非常に有名です。しかし，今までマンガの歴史についてはあ

まり知りません。(n16)
例47．今までアニメとマンガに興味をあまり特っていなかったので，歴史までそんなに詳しく何

も知らなかったです。(n26)
例48．落語を始めて聞きました。(r24)
例49．今日の授業で生け花を初めて体験しました。(k2)
例50．はじめて，書道を書きました。(s3) 
例51．私は小学校のとき，書道をやったことがあるけど，まだ若くて，十分な知識を持ってな

かったので，あまり興味を持ってなかった。でも，生長しなから，だんだん書道の魅力が
見つかった。日常生活に時間があるとき，家で練習している。字をうまく書けるように
なっている。(s11)

例 52．久しぶりに少し書道をしてみて，(s13)
　次に，授業中の自分を含めた学生たちの様子についての記載例を紹介する。華道・書道体験に関す
る記述が大半で，例 53 〜例 56 のようにどのような作品を作ったかを述べたもの，例 53 と例 57 のよ
うに努力したことについて述べたものが多かった。また，落語については，落語を聞いて噺の場面を
頭に思い描けたことを述べた例 58，落語を聞いてよく笑ったことを述べた例 59 があった。

例53．グループでみんなが頑張って，素晴らしい生け花ができました。(k3)
例54．ハートの形ができた。（雲龍柳から）(k6)
例55．第一回目：あまりきれいではないのですがなんとかやりました。第二回目：よくできまし

た。(k8)
例56．「静」を書いた。きれいに書いた。(s8)
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例57．未熟だけど，がんばってみた。(s24)
例58．落語を聞いて，想像できてよかった。(r8)
例59．きょう先生の授業は意外におもしろくて，よく笑っていた。(r11)

4.6　感想
　〈感想〉は，講義内容への感想や自分の考え，講師の教え方への感想，華道・書道体験への感想や体
験中の気持ち，講義を受けて生じた感情や気持ち，講師への感謝・謝罪・質問，講義前（講義で知識
を得る前）の自分の考え，これら 6つに分け，見ていく。

4.6.1　講義内容への感想や自分の意見
　最も多かったのが講義内容（と関わること）への感想や自分の考えに関する記述である。6講義とも「お
もしろかった」，「よかった」，「すばらしい」と短く感想を述べただけのものも多く見られた。講義テー
マ別に見ると「富山の歴史と観光」では例 60 と例 61 のように富山や立山の美しさ，「八尾とおわら風
の盆」では例 62 と例 63 のように伝統の作り替えや創造の必要性，「日本社会とマンガ・アニメ」では
例 64 と例 65 のようにアニメやキャラクタービジネスへの称賛を記したものが複数見られた。「落語」
では例 66 と例 67 のように講師の表情や演じ方のすばらしさ，「書道」では例 68 のように講師の字の
美しさに関する記述も多く見られた。なお，「華道」と「書道」では，講義内容よりも 4.6.3 で見る体
験への感想のほうが多かった。

例60．富山はそんな有名なところではないけど，自分の特色が明るいと思います。自然的な景色
がきれいです。東京に比べて，細やかな美があります。(t18)

例61．立山は本当に景色が綺麗だと思います。(t22)
例62．やはり「伝統」は昔から，そのままもっているものだけではなくて，作り替えも必要だと

思います。「伝統」はただやっていたことをやり続けることではなくて，深い意味あるは
ずと思います。(y9)

例63．それは，近代化の社会にとって大事だと思います。近代化過程における再生のための伝統
の創造しなければならないだと思います。(y18)

例64．「ゆるキャラ」のように地方のとくちょうで人々をよんでくれるものはいいと思います。
(n9)

例65．アニメで世の中に人々に日本のことを伝えるかということはすばらしいと思っています。
(n11)

例66．実は先生の真に迫る表演は分かりやすいです。(r15)
例67．生き生きした表情とすくれた［*すくれた→すぐれた］演技は私に完全に物語に浸らせま

す。(r20)
例68．先生の字は本当にきれいし，美しかった。(s24)

4.6.2　講師の教え方への感想
　講師の教え方への感想については，例 69 〜例 73 のように，理解しやすさや説明の詳しさについて
書かれたものが大半だった。

例69．理解する事が簡単でよかった。市役所の案内の様でおもしろかった。(t10)
例70．本当におもしろくて，分かりやすいです。(t16)
例71．先生の講義が面白かった。先生の説明は分かりやすい。(y6)
例72．先生はとてもまじめです。授業の内容はとても詳しいと感じられます。(y15)
例73．先生の説明が詳しくてやさしかった。(n23)
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4.6.3　華道・書道体験への感想
　「華道」と「書道」については，4.6.1 の講義内容についてよりも，華道体験・書道体験への感想や体
験中の気持ちについて書かれたものが多かった。例 74 〜例 80 は「華道」について，例 81 〜例 85 は「書
道」について書かれたものだが，いずれも「おもしろかった」，「楽しかった」，「いい経験」，「難しかった」
といった記述が多く見られた。例79，例80，例85のように自分達の作品について評価する記述もあった。

例74．とても楽しかったです。いい経験になりました。(k3)
例75．自分で生け花を体験して面白かった。個人的な感想ではすこし花にもしわけない事をした

かな…と思います。(k10)
例76．勉強じゃなくて，自分で花をつけることはおもしろかったです。思ったよりむずかしかっ

たです。(k12)
例77．自分でやってみるとなかなか難しかった。(k5)
例78．きれいな作品をすることが難しいです。(k26)
例79．他のグループの作品もすばらしい作品だと思います。(k17)
例80．私はうちのグループの作品はよかったと思います。この華道の体験は本当に珍しい体験と

思います。(k21)
例81．漢字を書く体験はおもしろかったです。(s12)
例82．練習した時，とても穏かと感じておりました。この授業はとてもおもしろいと思います。

(s15)
例83．書道は難しいですか，とっても面白しろかった。(s14)
例84．楽しかったです。それともきれいに字を書くのが難しかったです。(s26)
例85．〇〇［*国名］人として書いた字はみにくくて恥ずかしいです。(s2)

4.6.4　講義を受けて生じた感情や気持ち
　「富山の歴史と観光」では講義の中で立山連峰の美しい風景が紹介されることから，例 86 〜例 88 の
ように，立山に行きたいという希望が書かれたものが非常に多かった。他には，「富山の歴史と観光」
では例 87 と例 88 のように富山名物のホタルイカや白海老が食べたいという希望，「八尾とおわら風の
盆」では例 89 と例 90 のようにおわらをぜひ見たいという希望が書かれたものが多かった。｢落語｣ と
「書道」については例 91 〜例 94 のようにもう一度聞きたい，体験したい，字の練習をしたいといった
希望も書かれていた。また，「華道」と「書道」については例 95 〜例 97 のように小学校時代を思い出
したという記述も見られた。

例86．立山に行きたいようになりました。(t13)
例87．その景色はとっても美しいを思って，一度行ってみたいと思う。そして，その名物も食べ

たいです。(t14)
例88．来年の五月の「雪の大谷」を絶対見に行きたいです。そして，前回見逃した景色を見ま

す。また，５月に，ホタルイカが見に行きたいです。(t21)
例89．来年の九月，ぜひ参加します。(y19)
例90．私も9月1日頃に八尾に行っておわら風の盆おどりを見たい。(y24)
例91．いつかまた先生の話を聞きたいです！！(r6)
例92．昔の日本の風景を味わうことができるいい機会でした。もっとう聞きたい！(r24)
例93．機会があれば，もう一度やりたいです。(s15)
例94．筆をかいているとき，平日と全然異なる感じがします。これからはしっかり字の練習をし

たほうがいいと思います。(s16)
例95．小学生以来に久しぶりの華道をして昔を思い出した。(k23)
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例96．小学校の思出を浮べました。(s1)
例97．今回書道をして，小学校の時の思いが出てきました。嬉しいです。(s22)

4.6.5　講師への感謝・謝罪・質問
　数は少ないが，講師への感謝が 2例，謝罪と質問が各 1例あった。感謝の 2例（例 98 と例 99）はい
ずれも「日本社会とマンガ・アニメ」の講義でマンガ・アニメに関する詳しい知識を得たことへの感
謝を述べたものである。謝罪の 1例（例 100）はコメントシートに書いた感想が少ないことに対する謝
罪である。このコメントを書いた留学生は他の講義のときには講義内容等を詳しく書いているのだが，
おそらく「書道」のときはコメントを書く時間が十分に取れなかったのだと思われる。質問の 1例（例
101）は落語家がどのように噺をしているのかについて問うものであった。どの講義も授業の終わりに
留学生が質問できる時間があり，授業終了後にも個人的に講師に質問している留学生の姿もよく見ら
れる。このように直接講師に質問できる場があるため，コメントシートへの質問の記載はこの 1 例だ
けだったのだろう。ただ，「落語」については授業終了と同時に講師は着替えのため退室することから，
講師に個人的にたずねることができず，コメントシートに書いたのではないかと思われる。

例98．ありがとうございます。(n2)
例99．本当にありがとうございます。(n5)
例100.すごいですね！今はほんとに楽しかった！感想は少ないからどうもすいません。(s17)
例101.先生のせりふは先に暗記したんですか？演じていた時自然と考えてきたか？知りたいで

す。(r17)

4.6.6　講義前の自分の考え
　講義前（講義で知識を得る前）の自分の考えは，「日本社会とマンガ・アニメ」と「落語」と「華道」
の講義で見られた。「日本社会とマンガ・アニメ」では，講義前はマンガはただの絵だと思っていたが，
講義を受けて絵の中にはいろいろな意味が隠されていることがわかったことを述べた例 102，講義前は
ゆるキャラがそれほど地域観光に利用できるとは考えていなかったことを述べた例 103，マンガは現
代のものだと思っていたが，講義を受けてもっと以前からあることを知ったことを述べた例 104 があっ
た。「落語」では，講義前は落語はつまらない，聞き取れないだろうと否定的なイメージを思っていたが，
実際に落語を聞いたらおもしろかった，わかりやすかったという例 105 と例 106，「華道」では講師が
生けているのを見ているときは簡単に思えたが，実際に自分達で花を生けてみたら難しかったことを
述べた例 107 と例 108 があった。例文中の［*　　］に示したように，日本語学習者が苦手とする「る
／た」と「ている／ていた」の使い分けに関する文法的間違いが多いことがわかる 7)。

例102.ただ，絵，漫画だけだと思いました［*思いました→思っていました］が，その中に隠され
ているものが多いと思います。(n9)

例103.ゆるキャラの使う程度でびっくりしました。地域観光にもそのほど利用できるのは考えら
れません［*考えられません→考えていません］でした。(n13)

例104.漫画は今のものだと思ったんけど，実際に江戸時代から「絵巻物」というのものはもうあ
りました。(n22)

例105.私はいつも落語につもらない［*つもらない→つまらない］イメージを持っていたので，
きょう先生の授業は意外におもしろくて， (r11)

例106.授業前に落語が聞き取れないだろうと思いました［*思いました→思っていました］が，実
は先生の真に迫る表演は分かりやすいです。(r15)

例107.花をかざるのは簡単だと思います［*思います→思っていました］が，自分でやってみると
なかなか難しかった。(k5)
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例108.見るだけ［*と違って］そんな簡単ではないです。自分でやりの時，さまざまな困難があり
ます。(k19)

5　おわりに
　本稿では，留学生の書いたコメントシートをもとに，どのような内容をコメントシートに書いてい
るかを分析した。コメントシートに書かれた内容を大きく〈講義内容〉，〈教え方〉，〈他国の状況〉，〈自
分の状況〉，〈感想〉の 5 項目に分類して分析したところ，全体的には〈講義内容〉と〈感想〉の 2 項
目の記載率が高く，華道や書道のように体験活動を含む講義では〈自分の状況〉の記載率も高かった。
いわゆる講義型の授業と，体験活動を含む授業とでは留学生がコメントに書こうとする内容が異なる
ことが示唆される。
　1 件のコメントシートに書かれた項目数を見ると，2 項目以上記載したコメントシートが 9 割近くを
占めたが，〈感想〉あるいは〈講義内容〉，いずれか 1項目しか記載されていないものも 1割強見られた。
〈感想〉だけではなく，何についての感想かを明記すること，そして，〈講義内容〉だけを詳細に書い
ても講義コメントにはならないことについて，これらは既存の教材（由井他 2012，深澤他 2018）でも
留意点として示されているが，コメントシートの書き方を指導する上での基本として押さえておくべ
き点であることが改めて確認された。さらに，〈講義内容〉については講義テーマしか書いていない例，
反対に講義内容をかなり詳細に書いた例もあった。単に詳細に書けばいいというわけではなく，〈感想〉
と結びつけた具体的な記述ができるような指導が必要だろう。
　また，中には〈講義内容〉と〈感想〉を書くことは理解していても，具体的に何を書けばいいのか
わからないという留学生もいるだろう。そういった留学生へは，今回の分析で留学生の記載例が多かっ
た母国との類似点や自身の経験や知識を紹介しながら書く方法を 1 つのサンプルとして示すことも考
えられる。一方，ある程度コメントを書く力を有している留学生には，母国との類似点だけでなく相
違点にも目を向けるようにさせるといった指導の可能性もある。これについては留学生がその分野の
ことをどの程度知っているかという，既存知識量も大きく関係すると思われるため，今後分析対象と
するコメントシートを増やし，留学生の専門分野別にも分析を行いたいと考えている。
　その後，本稿での分析結果を，先行研究で行った語彙・文法上の誤用の分析結果と照らし合わせ，
どの内容を書くときに，どのような語彙・文法上の誤用が生じやすいのかを整理した上で，指導方法
および教材の開発を進める計画である。

注
1)　他にコメントシートの記述を扱った先行研究として吉田（2017）がある。日本人学生対象の文章表現クラ

スにおいて，ディスカッションやピアレスポンスといった活動への学習者の受け止めと成長の自己認識を

探るため，コメントシートの記述を 9 項目（①新しい知識の獲得，②驚き，③授業の楽しさや喜び，④課

題達成の難しさや困難，⑤欠点の自覚，⑥成長目標の提示，⑦今後の作業の具体的な改善点・作業計画な

どの提示，⑧課題達成できた，⑨成長の実感）に分けて分析している。

2) たとえば北尾他（2005），佐藤他（2012），藤田（2006）などがあるが，いずれの教材もノートテイキング

の項目はあるが，コメントシートについては取り上げられていない。

3) 筆者も留学生とともに講義に参加し，コメントシートの配布回収を行っている。回収したコメントシート

は日本語の表記や語彙・文法などの誤りを添削して，翌週の授業で留学生に返却している。

4) コメントシートのサイズは，講義の内容をメモする部分と意見・感想を書く部分，それぞれ縦 4.5cm ×横

7cmである。本稿で分析の対象としたのは，意見・感想を書く部分に書かれたコメントである。

5) 留学生にはコメントの内容を重視し，語彙・文法などの誤りについては評価の対象としないことを伝えて

いる。
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6) 留学生 27 名の在籍身分別の内訳は交流協定校からの短期留学生 15 名，学部 1 年生 10 名，日本語・日本

文化研修留学生 2 名で，国・地域別の内訳は中国 11 名，韓国，ベトナム，マレーシア各 4 名，台湾 2 名，

フィンランド，ロシア各 1名である。

7) たとえば高梨他（2017）では上級学習者の修士論文の草稿に見られる誤用を調査し，「た」と「ていた」

の使い分けに関する誤用も学習者が気づきにくいものとして報告されている。
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